
平成１９年～平成２３年

北上川流域観光地域づくり実践アクションプログラム
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-1 基本計画の立案

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

アクションプログラムの作成と将来を見据え、上流及び下流を含めた観光構想を立案する。

■観光戦略との関係

北上川流域観光の基本となる事業である。北上川流域文化圏の特徴ある観光が期待される。

スケジュール ■事業実施期間：3 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・アクションプログラム
の作成

・流域観光構想の策定

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （ＮＰＯ法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331 ■ＦＡＸ 0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami@seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-2 流域景観と観光のあり方に関する調査

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

流域の景観特性を活かすために、その保全や育成、復元などを示した景観指針の作成と里山の魅
力（自然、暮らし、人材、歴史など）を調査し、観光化のための指針を作成する。

■観光戦略との関係

流域の観光的魅力向上が期待できる。

スケジュール ■事業実施期間：１年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・流域景観と観光のあり
方に関する調査

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-3 観光による環境負荷問題解決手法の検討

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

来訪者制御、ごみ問題など観光の負の部分をどのように解決していくかを検討する事業。

■観光戦略との関係

観光地の環境をいつまでも良好に保つことが出来るようになると期待される。

スケジュール ■事業実施期間：1 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・観光による環境負荷問
題解決手法の検討

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-4 協議会 HP の開設及び情報の管理に関する事業

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

ホームページの開設による情報提供及び相互リンクによる補完訂正の整備。

■観光戦略との関係

ホームページ開設により域内観光情報の提供と関係団体とのリンクにより情報のきめ細かい補完
体勢が期待できる。

スケジュール ■事業実施期間：5 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・ホームページ開設及び
発信

・情報の収集・整理及び
管理

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-5 インフォメーション施設のあり方と運営の検討

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

広域的な見地から、観光客の立場に立ったきめ細かい対応とインフォメーションのあり方及び施
設や配置に関する検討。

■観光戦略との関係

観光客へのきめ細かなインフォメーションが期待できる。

スケジュール ■事業実施期間：4 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・インフォメーション施
設のあり方と運営の検
討

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-6 構想の周知や情報交換・連携の場に関する事業

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

行政や観光関連団体、住民との情報交換や連携を図る機会を設け本構想の円滑な推進を図る。

■観光戦略との関係

情報交換の場などを連携して開催し、観光施策を常に検証しながら実践することにより、より良
い物へと展開していくことが可能となる。

スケジュール ■事業実施期間：5 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・構想の周知や情報交
換・連携の場に関する事
業

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-７ 舟運復活計画の立案

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

北上川舟運復活を目的に舟運の手法、事業化などを検討し計画する事業。

■観光戦略との関係

北上川流域観光の目玉として期待される。

スケジュール ■事業実施期間：2 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・舟運復活計画の立案

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-8 川の標識設置事業

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

北上川利用者の利便性を高めるために、川の標識を検討し実施する事業。

■観光戦略との関係

北上川観光活用の利便性が高まる。

スケジュール ■事業実施期間：１年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・川の標識設置事業

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-9 北上川活用のための各種事業等の検討

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

北上川の観光活用が更に高まるために、体験メニュー、サポート体制、事業化などの検討を行い
社会実験等を通して実現化を図る事業。

■観光戦略との関係

観光客の利用目的に添った体験メニューや、それをサポートする体制の確立など安全性の確立、
川観光の事業化など観光を軸とした地域づくりが期待できる。

スケジュール ■事業実施期間：4 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・北上川活用のための各
種事業等の検討

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-10 流域観光受入体制の整備検討事業

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

広域の滞在型観光を目指し、産業間連携や低料金宿泊施設などその受入体制の整備に関する検討
と実施を行う事業。

■観光戦略との関係

観光ニーズに対し地域が地域らしさを失わずに如何に対応していくかが重要となる。これに答え
ていくことが、北上川流域らしさの観光が形成されていくと考える。

スケジュール ■事業実施期間：4 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・流域観光受入体制の整
備検討事業

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-11 地域発見事業

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

住民参加による観光地見学を行い、地域を再発見するする事業。

■観光戦略との関係

観光地域づくりに対する地域住民の認識の高まりと、参画が期待できる。

スケジュール ■事業実施期間：4 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・地域発見事業

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-12 流域におけるジャンル別１００景の選定

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

流域全体のジャンル別１００景を選定する事業。

■観光戦略との関係

北上川流域観光の幅広い魅力増大に繋がっていくと期待される。

スケジュール ■事業実施期間：2 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・流域におけるジャンル
別１００景の選定

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ａ）構想推進事業者およびその他の地域団体等が行うソフト事業

事業名 ａ-13 観光ルートの検討提案

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

集められた情報等をもとに、北上川流域らしい観光ルートを検討し提案する。

■観光戦略との関係

北上川流域の特徴ある観光地域づくりが期待でき、観光客の興味を深める提案が期待できる。

スケジュール ■事業実施期間：2 年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・観光ルートの検討提案

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準 （NPO 法人北上川流域連携交流会）
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 b-１ 北上川リバーツーリングキャンプのためのサポートブックづくり

事業主体

実施体制

くりこま高原自然学校

事業内容

■事業の概要

北上川の宿泊を伴うロングツーリングを陸からサポートするための詳細な情報を盛り込んだ情報
冊子を作成。

■観光戦略との関係

北上川を活用した観光に必要なサポート体制が充実することが期待される。

スケジュール ■事業実施期間：１年

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・川を活用したイベント
の各種サポート体制検
討と実施

・

担当窓口 くりこま高原自然学校事務局

■氏名 佐々木豊志
■電話 0228-46-2626■ＦＡＸ0228-46-2627 ■Ｅメール kurikoma@ma.neweb.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 b-2 リバーマスタースクールの実施

事業主体

実施体制

NPO 法人北上川流域連携交流会

事業内容

■事業の概要

川の歴史、遊び方、救難方法など川の達人育成事業。

■観光戦略との関係

川との接し方を体験することにより、北上川のファンを育成していくことが期待できる。

スケジュール ■事業実施期間：継続

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・リバーマスタースクー
ルの実施 継続

・

担当窓口 NPO 法人北上川流域連携交流会事務局

■氏名 小山田 準
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 b-3 川ガキ養成講習

事業主体

実施体制

川を知る会

事業内容

■事業の概要

大人の川ガキをつくるための講習会実施。

■観光戦略との関係

北上川のファン育成に期待がもてる。

スケジュール ■事業実施期間：継続

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・川ガキ養成講習
継続

・

担当窓口 川を知る会事務局

■氏名 田森悠太郎
■電話 019-672-1810■ＦＡＸ019-672-1812 ■Ｅメール
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 ｂ-4 観光まちづくり支援

事業主体

実施体制

NPO 法人イーティーシー

事業内容

■事業の概要

地域住民が行うまちづくりを調査、計画、設計を通して支援する事業。

■観光戦略との関係

地域の良さを住民に認識してもらうとともに自信と誇りを持ったまちづくりを実行することが期
待でき、環境や景観に配慮したまちづくりが観光客に好印象を与えるのでリピーターが期待できる。

スケジュール ■事業実施期間：継続

平成 18 年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

・観光まちづくり支援

・

担当窓口 NPO 法人 イーティーシー

■氏名 及川純一
■電話 0197-35-8617 ■ＦＡＸ 0197-35-8618 ■Ｅメール kankyo47@me4.et.tiki.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 ｂ-5 モデル都市のウォーキングトレイル計画提案

事業主体

実施体制

NPO 法人イーティーシー

事業内容

■事業の概要

市街地の観光施設や田園の拠点を結び、散策してもらうための遊歩道を計画提案する。

■観光戦略との関係

まちや田園の拠点を結ぶことは回遊性を高め、自然とまち、農村の歴史文化を、観光客により深
く理解してもらうことが期待できる。また、長期滞在に貢献できる。

スケジュール ■事業実施期間：１年

平成 18 年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

・モデル都市のウォーキ
ングトレイル計画提案

・

担当窓口 NPO 法人 イーティーシー

■氏名 及川純一
■電話 0197-35-8617 ■ＦＡＸ 0197-35-8618 ■Ｅメール kankyo47@me4.et.tiki.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 ｂ-6 一関市商店街活性化事業（一関地域正月初売り）

事業主体

実施体制

一関商店街連合会・一関商工会議所

事業内容

■事業の概要
(1)共同宣伝 新聞広告 60,000 枚 1 ページ全面 １月１日号に掲載
(2)イ、共同イベント お年玉プレゼント！｢２００８年初売り特別企画 大判振るまい｣

大抽選会によるお買い物券プレゼント（日専連の商品券と、なの花のお買い物券）
特賞５万円１名様・１等３万円１名様・２等２万円１名様・３等 1 万円 1０名様

ロ、2 日の大町歩行者天国で、市消防団の纏振りとよさこいソーランを実施
ハ、臨時駐車場の確保 一関文化センター ・ 一関保健センター

■観光戦略との関係
(1)伝統的な商慣習を継続することにより、街のイメージの向上に結びつけたい。

スケジュール ■事業実施期間： 未定 年

平成 18 年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

・平成 20 年 1 月 2 日
～1 月 4 日実施予定

担当窓口 一関商工会議所

■氏名 業務課 係長 佐藤 裕一
■電話 0191－23－3434 ■ＦＡＸ 0191－21－2030 ■Ｅメール yuukun@i-cci.com
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 ｂ-6 一関市商店街活性化事業（交遊市場・福の市）

事業主体

実施体制

いちのせき商業まつり実行委員会

事業内容

■事業の概要

（1）交遊市場 露店の出店 福引抽選会の実施

（2）福の市 歩行者天国 露店の出店 地元商店会によるセール

集客のためのイベント(フリーマーケット・抽選会・街中フットサル)

■観光戦略との関係
(1)商店街や地場産業の振興事業を継続実施する事により、街のイメージの向上につながり、
将来の回遊性観光に結び付けたい。

スケジュール ■事業実施期間： 未定 年

平成 18 年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

・交遊市場
平成 19 年 10 月 26 日～

10 月 28 日実施
・福の市

平成19年11月11日実施

・

担当窓口 一関商工会議所

■氏名 業務課 係長 佐藤 裕一
■電話 0191－23－3434 ■ＦＡＸ 0191－21－2030 ■Ｅメール yuukun@i-cci.com
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 b-6 遠野市中心市街地活性化事業

事業主体

実施体制

遠野商工会

事業内容

■事業の概要

遠野市の中心市街地活性化を目的に商工会・商店街等が連携をとりながら実施する事業。平成 20
年以降については、遠野市中心市街地活性化基本計画を策定中である。

「遠野町家のひなまつり」は、中心市街地全域を会場とし、約 50ヵ所を会場に実施し、開催期間
中は 3 万人を超える観光客の来訪となっている。また観光ツアーも増加傾向にある。この取り組み
と同様のイベントとして「遠野町家の観月会」を企画実施、今年も県外からお客様も多い。

■観光戦略との関係（又は、期待される効果）

遠野の暮らしと文化が都会や海外からの観光客に与える感動は大きい物と期待される。

スケジュール ■事業実施期間：継続

平成 18 年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

・遠野町家のひなまつり
平成 20 年以降も実施予
定(2 月末から 3 月上旬
の 5 日間)

・遠野町家の観月会
（10 月）

担当窓口 遠野商工会指導課

■氏名 河内 夕希枝
■電話 0198-62-2456 ■ＦＡＸ 0198-62-2356 ■Ｅメール shokokai@echna.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅力
を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人を対
象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 b-6 中心市街地活性化「どでびっくり市 in 花巻」事業

事業主体

実施体制

事業内容

■事業の概要

花巻市の中心市街地において住民参加の「市」を開催。貸し出し販売台等での産直品(海の幸・山
の幸)・既存商店の路面販売やワゴンセールや協賛する各商店街、団体等が参加し、買い物客(消費者)
との情報交流を深め、賑わいと魅力ある中心市街地として地域の活性化を図る。

■観光戦略との関係（又は、期待される効果）

春と秋の年２回の開催時に、温泉等の観光客を市内に誘導する戦略の可能性を探る。

スケジュール ■事業実施期間：継続事業

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

どでびっくり市 in 花巻

担当窓口 花巻商工会議所

■氏名 経営指導課 八木 浩

■電話 0198-23-3381 ■ＦＡＸ 0198-23-2324 ■Ｅメール yagi@hanamaki-cci.or.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 b-7 東北ほんもの体験 カッパ天国

事業主体

実施体制

北上川フィールドライフクラブ

事業内容

■事業の概要

北上川での遊びを通して自然の不思議を学ぶ（小中学生対象）こと、また旅行者、学童クラブな
ど北上川での遊びを体験させる。

■観光戦略との関係

人と川とを結びつけ、自然と人間の関わりを遊びながら認識させることは、新たな体験型観光と
して期待が持てる。

スケジュール ■事業実施期間：継続

Ｈ１8 年度 Ｈ１9 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・東北ほんもの体験 カ
ッパ天国 （継続）

・

担当窓口 NPO 法人北上川流域連携交流会事務局

■氏名 小山田 準
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ0191-31-6333 ■Ｅメール kitakami＠seagreen.ocn.ne.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 b-8 一関観光協会ホームページ運営

事業主体

実施体制

（社）一関観光協会

事業内容

■事業の概要

観光地案内、観光コース、食事処、宿泊施設、イベントカレンダー、名産品等、季節の新着情報
も交えて情報発信している。

■観光戦略との関係

会員のＨＰリンク貼り付け及び、市、県、県観光協会、エージェントとの相互リンク等拡大して
いる。

スケジュール ■事業実施期間：継続

平成 18 年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度

・一関観光協会ホームペ
ージ運営

・

担当窓口 （社）一関観光協会 事務局

■氏名 土方ひとみ
■電話 0191-23-0066 ■ＦＡＸ 0191-23-0066
■Ｅメール ichikan@indigo.plala.or.jp
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（ⅰ）核となるソフト事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う、地域の魅
力を高める各種活動・交流活動・既存資源の有効活用・観光需要の平準化対策・集客イベント・外国人
を対象とした活動等〕

（ⅰ-ｂ）民間事業者等が行うソフト事業

事業名 ｃ-１ 協働による観光地景観向上事業

事業主体

実施体制

北上川流域観光地域づくり協議会

事業内容

■事業の概要

行政、民間、市民団体などが協働して観光地の景観向上を図る事業。コミュニティガーデン事業
やアズマヒガンの里作り事業、環境復元事業などを実施する。

■観光戦略との関係

都市や河川の景観向上と住民の生活環境の向上が、流域全体の観光資源力向上に繋がっていくも
のと期待される。

スケジュール ■事業実施期間：4 年

Ｈ18 年度 Ｈ19 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・協働による観光地景観
向上事業

・

担当窓口 北上川流域観光地域づくり協議会事務局

■氏名 小山田 準
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ 0191-31-6333■Ｅメール kitakami@saegreen.ocn.ne.jp
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（ⅱ）民間ハード事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う主要な教育文化
施設・休憩施設・観光案内所・案内標識・集客施設・宿泊施設等の整備で、観光戦略と一体不可分なも
の〕

（ⅱ-ｄ）民間事業者が行うハード事業

事業名 d-1 情報機器の整備

事業主体

実施体制

NPO 法人北上川流域連携交流会

事業内容

■事業の概要

案内機器の充実と利便性を図るため情報機器の整備を行う。

■観光戦略との関係

構想情報発信と組織連絡体制の円滑な実施が図られる。

スケジュール ■事業実施期間： 1 年

Ｈ18 年度 Ｈ19 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・除法機器の整備

・

担当窓口 北上川流域連携交流会事務局

■氏名 小山田 準
■電話 0191-31-6331■ＦＡＸ 0191-31-6333■Ｅメール kitakami@saegreen.ocn.ne.jp
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（ⅱ）民間ハード事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う主要な教育文化
施設・休憩施設・観光案内所・案内標識・集客施設・宿泊施設等の整備で、観光戦略と一体不可分なも
の〕

（ⅱ-ｄ）民間事業者が行うハード事業

事業名 d-2 水辺の楽校の整備

事業主体

実施体制

川と森のクラブ

事業内容

■事業の概要

北上川やその支流での自然や川体験、安全管理などを指導できる場の整備。

■観光戦略との関係

川を軸とした総合的な教育（体験観光）が期待できる。

スケジュール ■事業実施期間： 4 年

Ｈ18 年度 Ｈ19 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・水辺の楽校整備

・

担当窓口 川と森のクラブ事務局

■氏名 内田尚宏
■電話 019-647-2505■ＦＡＸ019-647-2505 ■Ｅメール uchi55da＠ybb.ne.jp
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（ⅱ）民間ハード事業 〔構想推進事業者およびその他の地域団体等や民間事業者が行う主要な教育文化
施設・休憩施設・観光案内所・案内標識・集客施設・宿泊施設等の整備で、観光戦略と一体不可分なも
の〕

（ⅱ-ｄ）民間事業者が行うハード事業

事業名 d-2 水辺の楽校の整備
・川の学校の整備

事業主体

実施体制

北上川フィールドライフクラブ

事業内容

■事業の概要

北上川の自然や川体験、安全管理等を指導できる場の整備。

■観光戦略との関係

川を軸とした総合的な教育（体験観光）が期待できる。

スケジュール ■事業実施期間： 4 年

Ｈ18 年度 Ｈ19 年度 Ｈ20 年度 Ｈ21 年度 Ｈ22 年度 Ｈ23 年度

・川の学校の整備

・

担当窓口 北上川フィールドライフクラブ事務局

■氏名 白畑誠一
■電話 090-4476-5875■ＦＡＸ ■Ｅメール


